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乾燥耐性や成長性、花粉発生等の性質を遺伝学的に評価

環境応答性や無花粉性を備えるスギ育種素材

全国356系統を
網羅的に評価
候補遺伝子を数万
から数十に特定
優良19系統を作出

平成28年度～
令和２年度

気候変動に適応した花粉発生源対策スギの作出技術開発

共同研究機関：九州大学、岡山県、愛媛県、宮崎県

多様なスギ系統の乾燥ストレス耐性を
フィールド試験と人工制御環境での試験の
両面から評価する技術や、少/無花粉性を
効率的に判定する遺伝情報技術等の開発に
より、「環境応答性や少/無花粉性を兼ね
備えるスギ」の作出が可能になりました。
わが国で初めてとなる気候変動適応策に

資する造木林の育種素材を作出する技術で
あり、従来手法では多大な年月と労力がか
かる品種開発期間を10年以上短縮しました。
優良スギ系統の一部はすでに育種現場へ

導入されており、将来の気候変動下での森
林整備に貢献することが期待されます。

森林総合研究所

育種基本区 育種区 系統名 選抜都県 公表年

東北 東部 耐寒風青森30号 青森県 令和2年

関東 西多摩8号 東京都 平成30年

中4号 神奈川県 平成30年

箱根4号 神奈川県 平成30年

片浦6号 神奈川県 平成30年

丹沢2号 神奈川県 令和元年

中部山岳 奈良井4号 長野県 平成30年

東海 天竜11号 静岡県 平成30年

大井7号 静岡県

関西 日本海岸西部 大原1号 島根県 令和2年

九州 北九州 県神埼1号 佐賀県 平成30年

中九州 県大分1号 大分県 令和2年

関東平野

開発した遺伝情報技術（DNAマーカー）により
無花粉遺伝子を保有するスギ系統を特定

令和２年度成果－花粉対策

イメージ

解析対象とした全国各地の試験地と
区域ごとの系統数



研究背景

主要な成果

潅水区
乾燥区

一般的なスギ品種（左）と花粉の少ないスギ品種（右）

問合せ先 農林水産技術会議事務局研究開発官（基礎・基盤、環境）室 03-6744-2216

地球温暖化に疑う余地はなく、最も厳しい温室効果ガスの削減努力を
行った場合にも想定される気候変動に対処するため、短期的な対応だけで
なく中長期的な気候変動適応を目指すことが重要です。
このため、本研究では、気候変動によるリスクとして乾燥や高温等が懸

念される中、林業の生産性と健全性を維持する観点も踏まえ、環境ストレ
スへの応答や少/無花粉性に着目し、将来の森林整備に貢献する林木育種
の基盤技術の開発に取り組みました。

乾燥ストレスへの応答

遺伝子活性を比較する技術により、
乾燥ストレスに強いスギ系統を見出すことが可能

人工的に環境制御した栽培試験を実施、
サーモグラフィー等を活用した環境応答性の評価技術を開発

全国の多様な系統のデータを
活用、乾燥に対する成長性を
葉の生理活性等から評価
乾燥耐性や少/無花粉性を効果
的に判定可能な遺伝情報技術
を開発
乾燥耐性や成長性、無花粉性
等の特性をランキング、スギ
育種素材を19系統作出

優良系統の選抜期間を10年以上
短縮

表現型では捉えきれない詳細な
ストレス応答等を早期に判定可能

環境応答性や成長性に優れ、
少/無花粉性を兼ね備える
スギ品種の開発に活用

遺伝子活性を表した値１

遺
伝
子
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性
を
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し
た
値
２

図の縦軸と横軸は、遺伝子の働き方
の違いを表します。近い点同士は、遺
伝子の働き方が類似しており、離れた
点同士は遺伝子の働き方が異なってい
ることを表します。

遺伝子活性のパターンから
乾燥ストレスに強いスギ系統
（乾燥区でも、潅水区と同様
の遺伝子の働き方をするスギ
系統）を見出しました。
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